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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の周波数範囲で掃引可能な局部発振器と、
　前記局部発振器から出力される局部発振信号と測定対象となる被測定信号とを混合する
ことにより、前記被測定信号に対して周波数変換を行う第１の周波数変換手段と、
　前記第１の周波数変換手段から出力される信号の中から、互いに異なる中間周波数の成
分を抽出して出力する複数の中間周波フィルタと、
　前記局部発振器による複数回の周波数掃引動作のそれぞれに対応して前記複数の中間周
波フィルタから別々に出力される複数の中間周波信号に基づいてイメージ除去を行うイメ
ージ除去処理手段と、
　を備え、前記イメージ除去処理手段は、前記複数の中間周波信号のレベル比較を行い、
これらの差が所定の基準値以下であるときに、前記複数回の周波数掃引動作の中の予め決
められた一の周波数掃引動作に対応して得られた前記中間周波信号を選択し、それ以外の
ときに、信号レベルが小さい方の前記中間周波信号を選択することを特徴とする周波数成
分測定装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記複数の中間周波信号のそれぞれに対して周波数変換を行って同一周波数の複数の中
間周波数信号を出力する第２の周波数変換手段をさらに備え、
　前記イメージ除去処理手段は、前記第２の周波数変換手段から出力される中間周波信号
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を用いてイメージ除去を行うことを特徴とする周波数成分測定装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記局部発振器から出力される局部発振信号には、Ｎを２以上の整数としたときに、Ｎ
次高調波成分が含まれており、前記第１の周波数変換手段からは前記被測定信号と前記Ｎ
次高調波成分とを混合した信号が出力されることを特徴とする周波数成分測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スペクトラムアナライザ等において入力信号の周波数成分を測定する周波数
成分測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から２回の周波数掃引を行うことにより、入力信号のイメージ周波数を除去するよ
うにしたスペクトラムアナライザが知られている（例えば、特許文献１参照。）。このス
ペクトラムアナライザでは、外部ミキサに入力する局部発振器の発振信号（この発振信号
は局部発振器の出力信号に含まれるＮ次高調波が利用される）の周波数範囲を変更するこ
とにより２回の周波数掃引を行って２種類のスペクトラムデータを取得し、同一周波数に
対応する小さい方のデータ値を選択することでイメージ除去処理を行っている。
【特許文献１】特開平８－２３３８７５号公報（第３－４頁、図１－２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、特許文献１に開示された手法では、２回の周波数掃引を行ったときに、入力
される被測定信号ｆｈｉに対して同一周波数（４２１ＭＨｚ）の中間周波信号が生成され
るように２回の掃引周波数が設定されている。このため、被測定信号ｆｈｉの周波数範囲
をｆ１～ｆ２とすると、一方の掃引周波数の範囲は（ｆ１－４２１ＭＨｚ）～（ｆ２－４
２１ＭＨｚ）、他方の掃引周波数の範囲は（ｆ１＋４２１ＭＨｚ）～（ｆ２＋４２１ＭＨ
ｚ）となり、結局、局部発振器の掃引周波数範囲としては（ｆ１－４２１ＭＨｚ）～（ｆ
２＋４２１ＭＨｚ）となって被測定信号ｆｈｉの周波数範囲よりも±４２１ＭＨｚも広く
しなければならないという問題があった。
【０００４】
　また、２回の周波数掃引において得られた２種類のスペクトラムデータの小さい方を各
周波数毎に選択するということは、１回目の周波数掃引と２回目の周波数掃引のそれぞれ
においてレベル変動があると、各周波数毎にその都度小さい方のスペクトラムデータが選
択されることになるため、信号レベルの測定精度が低下し、レベル測定確度が悪化すると
いう問題があった。
【０００５】
　さらに、信号レベルが経過時間に伴って変化する変調波を被測定信号ｆｈｉとすると、
２回の周波数掃引において小さい方のスペクトラムデータが各周波数において選択される
ため、変調波の瞬間的なレベル測定ができないという問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みて創作されたものであり、その目的は、局部発振器の発
信周波数の範囲を狭くすることができ、レベル測定確度の悪化を防止することができ、変
調波のレベル測定が可能な周波数成分測定装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、本発明の周波数成分測定装置は、所定の周波数範囲で
掃引可能な局部発振器と、局部発振器から出力される局部発振信号と測定対象となる被測
定信号とを混合することにより、被測定信号に対して周波数変換を行う第１の周波数変換
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手段と、第１の周波数変換手段から出力される信号の中から、互いに異なる中間周波数の
成分を抽出して出力する複数の中間周波フィルタと、局部発振器による複数回の周波数掃
引動作のそれぞれに対応して複数の中間周波フィルタから別々に出力される複数の中間周
波信号に基づいてイメージ除去を行うイメージ除去処理手段とを備えている。複数の中間
周波フィルタから出力される複数の中間周波信号を用いることにより、これら複数の中間
周波信号の周波数の差に相当する分だけ局部発振器の掃引周波数範囲を広くすることでイ
メージ除去に必要な複数の中間周波信号を生成することができ、従来構成に対して、局部
発振器の発信周波数の範囲を狭くすることができる。
【０００８】
　また、上述したイメージ除去処理手段は、複数の中間周波信号のレベル比較を行い、こ
れらの差が所定の基準値以下であるときに、複数回の周波数掃引動作の中の予め決められ
た一の周波数掃引動作に対応して得られた中間周波信号を選択し、それ以外のときに、信
号レベルが小さい方の中間周波信号を選択する。これにより、２つの中間周波信号のレベ
ルが不安定であって、周波数掃引時に検出される複数の被測定信号の信号レベルの大小関
係が変化するような場合であっても、常に一の周波数掃引動作において検出された被測定
信号のみを用いることができ、信号レベルの測定精度の低下およびレベル測定確度の悪化
を防止することができる。
【０００９】
　また、上述した複数の中間周波信号のそれぞれに対して周波数変換を行って同一周波数
の複数の中間周波数信号を出力する第２の周波数変換手段をさらに備え、イメージ除去処
理手段は、第２の周波数変換手段から出力される中間周波信号を用いてイメージ除去を行
うことが望ましい。２つの中間周波信号の周波数を同じにすることにより、後段の処理内
容を簡素化することができる。
【００１０】
　また、上述した局部発振器から出力される局部発振信号には、Ｎを２以上の整数とした
ときに、Ｎ次高調波成分が含まれており、第１の周波数変換手段からは被測定信号とＮ次
高調波成分とを混合した信号が出力されることが望ましい。これにより、発振周波数が低
い局部発振器を用いて、高い周波数範囲に含まれる被測定信号の周波数特性を測定するこ
とが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を適用した一実施形態の周波数成分測定装置としてのスペクトラムアナラ
イザについて、図面を参照しながら詳細に説明する。図１は、一実施形態のスペクトラム
アナライザの構成を示す図である。図１に示すように、本実施形態のスペクトラムアナラ
イザ１００は、減衰器（ＡＴＴ）１０、１２、ミキサ２０、２２、３０、５０、５２、局
部発振器２４、３２、５４、スイッチ２５、２８、４０、４２、５６、中間周波フィルタ
（ＩＦフィルタ）２６、２７、４４、４６、ローパスフィルタ（ＬＰＦ）５８、バンドパ
スフィルタ（ＢＰＦ）５９、検波部６０、アナログ－デジタル変換器（Ａ／Ｄ）６２、メ
モリ６４、イメージ除去処理部６６、表示処理部６８、表示部７０、制御部８０、操作部
８２を含んで構成されている。
【００１２】
　本実施形態のスペクトラムアナライザ１００は、被測定信号が入力される２つの入力端
子ＩＮ１、ＩＮ２を備え、これらの入力端子ＩＮ１、ＩＮ２のいずれか一方に入力される
被測定信号ｆinの周波数特性を測定し、測定結果としてのスペクトラムを表示する。一方
の入力端子ＩＮ１は低い周波数帯域の信号のスペクトラム測定用に用いられる。例えば、
この入力端子ＩＮ１には、９ｋＨｚ～８ＧＨｚの周波数帯に含まれる被測定信号ｆinが入
力される。また、他方の入力端子ＩＮ２は高い周波数帯域の信号のスペクトラム測定用に
用いられる。例えば、この入力端子ＩＮ２には、８ＧＨｚ～３２ＧＨｚの周波数帯に含ま
れる被測定信号ｆinが入力される。
【００１３】
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　入力端子ＩＮ１から入力される被測定信号ｆinは、減衰器１０を通すことにより、所定
の信号レベルに調整される。ミキサ２０は、減衰器１０から出力されるレベル調整後の被
測定信号ｆinと、局部発振器２４から出力される局部発振信号ｆOSC1とが入力されており
、これらの被測定信号ｆinと局部発振信号ｆOSC1とを混合した信号を出力する。このよう
にして、被測定信号ｆinに対してアップコンバージョン（又はダウンコンバージョン）を
行って、被測定信号ｆinよりも高い周波数（又は低い周波数）の信号が生成される。局部
発振器２４は、発振周波数が所定範囲で掃引可能な局部発振信号ｆOSC1を出力する。一方
の中間周波フィルタ２６は、ミキサ２０によってアップコンバージョンされた出力信号か
ら所定の中間周波数成分（第１の中間周波信号）のみを通過させる帯域通過フィルタであ
る。また、他方の中間周波フィルタ２７は、ミキサ２０によってダウンコンバージョンさ
れた出力信号から所定の中間周波数成分（第１の中間周波信号）のみを通過させる帯域通
過フィルタである。スイッチ２５、２８の接続状態を切り替えることにより、第１の中間
周波信号を生成するために用いられる中間周波フィルタ２６、２７のいずれか一方が選択
される。２つの中間周波フィルタ２６、２７を選択的に使用することにより、９ｋＨｚ～
８ＧＨｚの周波数帯をカバーする周波数特性の測定が可能となる。ミキサ３０は、中間周
波フィルタ２６から出力される第１の中間周波信号と局部発振器３２から出力される局部
発振信号ｆOSC2とを混合した信号を出力する。例えば、第１の中間周波信号と局部発振信
号ｆOSC2との周波数差が４２１ＭＨｚに設定されており、ミキサ３０からは４２１ＭＨｚ
の第２の中間周波信号が出力される。
【００１４】
　また、入力端子ＩＮ２から入力される被測定信号ｆinは、減衰器１２を通すことにより
、所定の信号レベルに調整される。ミキサ２２は、減衰器１２から出力されるレベル調整
後の被測定信号ｆinと、局部発振器２４から出力される局部発振信号ｆOSC3とが入力され
ており、これらの被測定信号ｆinと局部発振信号ｆOSC3とを混合した信号を出力する。な
お、局部発振信号ｆOSC3は、局部発振器２４の出力信号に含まれるＮ次高調波成分が用い
られる。したがって、局部発振信号ｆOSC3は、局部発振器２４から出力される基本周波数
成分としての局部発振信号ｆOSC1のＮ倍（Ｎ＝２、３、４、…）の周波数を有する。
【００１５】
　スイッチ４０は、ミキサ３０から出力される信号とミキサ２２から出力される信号のい
ずれか一方を選択して出力する。スイッチ４２は、スイッチ４０によって選択的に出力さ
れた信号の出力先を、中間周波フィルタ４４、４６のいずれかに切り替える。一方の中間
周波フィルタ４４は、４２１ＭＨｚの通過中心周波数を有するバンドパスフィルタであっ
て、スイッチ４２を介して入力された信号の中から４２１ＭＨｚの信号を抽出する。他方
の中間周波フィルタ４６は、３７９ＭＨｚの通過中心周波数を有するバンドパスフィルタ
であって、スイッチ４２を介して入力された信号の中から３７９ＭＨｚの信号を抽出する
。
【００１６】
　ミキサ５０は、一方の中間周波フィルタ４４から出力される中間周波信号と局部発振器
５４から出力される局部発振信号ｆOSC4とを混合した信号を出力する。具体的には、局部
発振信号ｆOSC4の周波数が４００ＭＨｚに設定されており、ミキサ５０からは２１ＭＨｚ
（＝４２１－４００ＭＨｚ）の中間周波信号が出力される。また、ミキサ５２は、他方の
中間周波フィルタ４６から出力される中間周波信号と局部発振器５４から出力される局部
発振信号ｆOSC4とを混合した信号を出力する。局部発振信号ｆOSC4の周波数が４００ＭＨ
ｚに設定されているため、ミキサ５０からは２１ＭＨｚ（＝４００－３７９ＭＨｚ）の中
間周波信号が出力される。
【００１７】
　スイッチ５６は、ミキサ５０から出力される信号とミキサ５２から出力される信号のい
ずれか一方を選択して出力する。ローパスフィルタ５８は、スイッチ５６によって選択さ
れた信号の低域成分（例えば２４ＭＨｚ以下）を通過させ、それよりも高域成分を除去す
る。ミキサ５０から出力される信号には、２つの入力信号の差成分としての２１ＨＭｚの
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成分の他に和成分としての８２１ＭＨｚの成分も含まれているが、この周波数が高い８２
１ＭＨｚの成分はローパスフィルタ５８によって除去される。同様に、ミキサ５２から出
力される信号には、２つの入力信号の差成分としての２１ＨＭｚの成分の他に和成分とし
ての７７９ＭＨｚの成分も含まれているが、この周波数が高い７７９ＭＨｚの成分はロー
パスフィルタ５８によって除去される。バンドパスフィルタ５９は、バンド幅が変更可能
であって、分解能帯域幅（ＲＢＷ；Resolution Band Widht）を設定するために用いられ
る。
【００１８】
　検波部６０は、バンドパスフィルタ５９の出力信号を検波し、アナログ－デジタル変換
器６２はその検波された信号を所定のサンプリング周波数でデジタルデータ変換する。こ
のデジタルデータはメモリ６４に格納される。イメージ除去処理部６６は、メモリ６４に
格納されているデジタルデータを読み出してイメージ除去処理を行う。イメージ除去処理
の詳細については後述する。表示処理部６８は、イメージ除去処理後のデジタルデータに
基づいて所定の表示形式の周波数スペクトラム等を含む所定の測定結果画像を生成して表
示部７０に表示する。例えば、横軸に周波数を、縦軸に周波数成分毎の信号レベルを対応
させた表示が行われる。具体的には、横軸に周波数を、縦軸に周波数成分毎の信号レベル
を対応させた周波数スペクトラムが、その他の付加情報とともに表示される。
【００１９】
　制御部８０は、スペクトラムアナライザ１００を用いた測定動作の全体を制御する。例
えば、局部発振器２４の周波数掃引動作や、スイッチ４０、４２、５６の切替動作、イメ
ージ除去処理部６６や表示処理部６８による処理の開始タイミング等が制御部８０によっ
て制御される。操作部８２は、利用者による各種の指示を入力するためのものである。例
えば、入力される被測定信号ｆinの周波数範囲（入力端子ＩＮ１、ＩＮ２のいずれに被測
定信号ｆinを入力するかの選択）や、被測定信号ｆinに対する周波数掃引動作の開始指示
などが操作部８２を用いて行われる。
【００２０】
　上述した局部発振器２４が各請求項における局部発振器に、ミキサ２２が第１の周波数
変換手段に、中間周波フィルタ４４、４６が各請求項における中間周波フィルタに、イメ
ージ除去処理部６６がイメージ除去処理手段に、ミキサ５０、５２、局部発振器５４が第
２の周波数変換手段にそれぞれ対応する。
【００２１】
　本実施形態のスペクトラムアナライザ１００はこのような構成を有しており、次にその
動作を説明する。（１）被測定信号ｆinの周波数が９ｋＨｚ～８ＧＨｚの場合と、（２）
被測定信号ｆinの周波数が８ＧＨｚ～３２ＧＨｚの場合とに分けて動作を説明する。
【００２２】
　（１）被測定信号ｆinの周波数が９ｋＨｚ～８ＧＨｚの場合
　この周波数帯域の被測定信号ｆinは、入力端子ＩＮ１から入力される。また、制御部８
０によって、スイッチ４０はミキサ３０側に、スイッチ４２は中間周波フィルタ４４側に
、スイッチ５６はミキサ５０側にそれぞれ切り替えられる。
【００２３】
　ミキサ２０は、減衰器１０から出力される被測定信号ｆinと局部発振器２４から出力さ
れる局部発振信号ｆOSC1とを混合して出力する。この信号を中間周波フィルタ２６を通す
ことにより、この信号に含まれる測定対象の周波数成分以外が除去される。局部発振器２
４からミキサ２０へは、基本周波数成分としての局部発振信号ｆOSC1の他にＮ次高調波成
分も入力されるが、このＮ次高調波成分と減衰器１０から入力された信号とを混合した成
分は、全て中間周波フィルタ２６によって除去される。中間周波フィルタ２６を通した信
号はミキサ３０に入力されており、この入力信号と局部発振器３２から出力される局部発
振信号ｆOSC2とを混合した信号がスイッチ４０、４２を介して中間周波フィルタ４４に入
力される。中間周波フィルタ４４は、入力される信号の中から４２１ＭＨｚ近傍の成分を
抽出して出力する。この信号はミキサ５０に入力されており、この入力信号と局部発振器
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３２から出力される局部発振信号ｆOSC2とを混合することにより、２０ＭＨｚの信号に変
換される。ミキサ５０の出力信号はスイッチ５６を介して出力され、さらにローパスフィ
ルタ５８による高域成分除去、検波部６０による検波、アナログ－デジタル変換器６２に
よる量子化（デジタルデータへの変換）の後メモリ６４に格納される。以上の動作が、局
部発振器２４を下限周波数から上限周波数まで（あるいは上限周波数から下限周波数まで
）周波数掃引されている間継続される。メモリ６４に格納されたデータは、イメージ除去
処理部６６を通さずに表示処理部６８によって読み出され、測定結果画像が表示部７０に
表示される。
【００２４】
　（２）被測定信号ｆinの周波数が８ＧＨｚ～３２ＧＨｚの場合
　この周波数帯域の被測定信号ｆinは、入力端子ＩＮ２から入力される。また、制御部８
０によって、スイッチ４０はミキサ２２側に、スイッチ４２は中間周波フィルタ４４側に
、スイッチ５６はミキサ５０側にそれぞれ切り替えられる。
【００２５】
　図２は、入力端子ＩＮ２に入力された被測定信号ｆinの周波数測定を行う動作手順を示
す流れ図である。まず、制御部８０は、局部発振器２４による１回目の周波数掃引を開始
する（ステップ１００）。この周波数掃引動作と並行して、ミキサ２２から出力される信
号がスイッチ４０、４２を介して中間周波フィルタ４４に入力され、ミキサ５０の出力信
号に対応してアナログ－デジタル変換器６２から出力されるデータがメモリ６４に取り込
まれて格納される（ステップ１０１）。また、制御部８０は、掃引が上限周波数に達した
か否かを判定し（ステップ１０２）、上限周波数に達していない場合には否定判断を行う
。この場合には、ステップ１０１に戻ってメモリ６４へのデータの取り込みが継続される
。また、掃引が上限周波数に達するとステップ１０１の判定において肯定判断が行われる
。
【００２６】
　次に、制御部８０は、局部発振器２４による２回目の周波数掃引を開始する（ステップ
１０３）。なお、この周波数掃引動作に先立って、制御部８０によって、スイッチ４２は
中間周波フィルタ４６側に、スイッチ５６はミキサ５２側にそれぞれ切り替えられる（ス
イッチ４０がミキサ２２側に切り替えられた状態は維持される）。
【００２７】
　この周波数掃引動作と並行して、ミキサ２２から出力される信号がスイッチ４０、４２
を介して中間周波フィルタ４６に入力され、ミキサ５２の出力信号に対応してアナログ－
デジタル変換器６２から出力されるデータがメモリ６４に取り込まれて格納される（ステ
ップ１０４）。また、制御部８０は、掃引が上限周波数に達したか否かを判定し（ステッ
プ１０５）、上限周波数に達していない場合には否定判断を行う。この場合には、ステッ
プ１０４に戻ってメモリ６４へのデータの取り込みが継続される。また、掃引が上限周波
数に達するとステップ１０５の判定において肯定判断が行われる。
【００２８】
　次に、イメージ除去処理部６６は、２回の周波数掃引において得られた同一周波数に対
応する２つのデータＶ１、Ｖ２をメモリ６４から読み出し（ステップ１０６）、｜Ｖ１－
Ｖ２｜が基準値Ｘよりも小さいか否かを判定する（ステップ１０７）。なお、ここでの同
一周波数とは、局部発振器２４の２回の周波数掃引動作における各掃引周波数のことでは
なく、２回の周波数掃引動作時に入力端子ＩＮ２から入力された２回の被測定信号ｆinに
おける各周波数のことをいっている。この判定は、データＶ１とデータＶ２がほぼ同じで
あるか否かを調べるものであり、基準値Ｘとしては小さな値が設定される。２つのデータ
Ｖ１、Ｖ２がほぼ同じであってステップ１０７の判定において肯定判断が行われると、イ
メージ除去処理部６６は、着目している周波数に対応するデータとして、最初の周波数掃
引時に得られたデータＶ１（一方の中間周波フィルタ４４から出力される中間周波信号に
対応するデータ）を選択する（ステップ１０８）。また、２つのデータＶ１、Ｖ２の差が
基準値Ｘ以上の場合にはステップ１０７の判定において否定判断が行われる。この場合に
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は、いずれか大きい方のデータはイメージであるため、イメージ除去処理部６６は、デー
タＶ１、Ｖ２の内の小さい方を選択する（ステップ１０９）。次に、イメージ除去処理部
６６は、他にデータが存在するか否かを判定する（ステップ１１０）。例えば、周波数が
低い方から順番にデータの読み出しを行うものとすると、測定周波数帯域の上限周波数（
３２ＧＨｚ）に達するまではステップ１１０の判定において肯定判断が行われ、ステップ
１０６に戻ってデータＶ１、Ｖ２の読み込み動作が繰り返される。また、他にデータが存
在しなくなるとステップ１１０の判定において否定判断が行われ、表示処理部６８は、測
定結果画像を表示部７０に表示する（ステップ１１１）。これにより、入力端子ＩＮ２に
入力された被測定信号ｆinに対する周波数測定が終了する。
【００２９】
　図３は、入力端子ＩＮ２に入力された被測定信号ｆinの周波数測定に必要な２回の周波
数掃引動作の説明図である。横軸が掃引時間ｔを、縦軸が周波数ｆをそれぞれ示している
。また、Ａ１は１回目の周波数掃引における局部発振信号ｆOSC3の周波数特性を、Ａ２は
２回目の周波数掃引における局部発振信号ｆOSC3の周波数特性を、２回の周波数掃引時に
中間周波フィルタ４４あるいは４６から出力される成分に対応する被測定信号ｆinの周波
数特性をそれぞれ示している。なお、局部発振信号ｆOSC3は局部発振器２４の出力信号に
含まれるＮ次高調波を用いているため、図３においてＡ１あるいはＡ２で示される周波数
特性はＮ次高調波の数だけ存在するが、図３では説明を簡単にするためＮ＝２とした２次
高調波に対応する特性が示されているものとする。
【００３０】
　図３に示すように、１回目の周波数掃引においてＡ１で示されるように局部発振信号ｆ

OSC3の周波数が変化するものとすると、中間周波フィルタ４４から出力される４２１ＭＨ
ｚの信号は、局部発振信号ｆOSC3よりも４２１ＭＨｚだけ低い（あるいは高い）周波数の
被測定信号ｆinに対応する。すなわち、局部発振信号ｆOSC3の周波数を掃引することで、
被測定信号ｆinの周波数特性を測定することが可能となる。同様に、２回目の周波数掃引
においてＡ２で示されるように局部発振信号ｆOSC3の周波数が変化するものとすると、中
間周波フィルタ４４から出力される３７９ＭＨｚの信号は、局部発振信号ｆOSC3よりも３
７９ＭＨｚだけ低い（あるいは高い）周波数の被測定信号ｆinに対応する。したがって、
２回目の周波数掃引時の局部発振信号ｆOSC3の周波数を、１回目の周波数掃引時の局部発
振信号ｆOSC3の周波数よりも４２ＭＨｚ低く設定することにより、被測定信号ｆinの同一
周波数に対応する４２１ＭＨｚと３７９ＭＨｚの２種類の中間周波信号が得られることに
なる。このとき、当然ながら、実際に存在する信号成分はこれら２種類の中間周波信号を
用いた場合であっても同一周波数にて測定されるが（図２のステップ１０７において肯定
判断される場合に対応する）、イメージについては局部発振信号ｆOSC3の周波数が４０Ｍ
Ｈｚだけずれているため、異なる周波数にて測定されることになる（図２のステップ１０
７において否定判断された場合に対応する）。
【００３１】
　このように、本実施形態では、２回の周波数掃引において局部発振信号ｆOSC3の周波数
を４２ＭＨｚだけずらせばよいため、局部発振器２４の発振周波数の範囲を狭くすること
ができる。
【００３２】
　図４は、従来の２回の周波数掃引動作の説明図である。図４に示すように、従来は１種
類の中間周波数（４２１ＭＨｚ）を用いていたため、１回目の周波数掃引時の局部発振信
号ｆOSC3の周波数（Ｂ１）と２回目の周波数掃引時の局部発振信号ｆOSC3の周波数（Ｂ２
）との差が２×４２１ＭＨｚとなって、局部発振器の発振周波数の範囲が広くなってしま
う（実際には、局部発振信号ｆOSC3として２次高調波を用いる場合には、発振周波数の範
囲は２×４２１ＭＨｚ広くなるのではなく、その半分の４２１ＭＨｚだけ広くすればよい
）。
【００３３】
　また、本実施形態では、実際に存在する信号成分については、常に１回目の周波数掃引
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、２回の周波数掃引において測定された信号レベルが混在することがなく、信号レベルの
測定精度低下によるレベル測定確度の悪化を防止することができる。これにより、変調波
のように時間的に信号レベルが変化する被測定信号ｆinについてもレベル測定が可能とな
る。
【００３４】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨の範囲内におい
て種々の変形実施が可能である。上述した実施形態では、中間周波フィルタ４４、４６の
後段にミキサ５０、５２、局部発振器５４を設けることにより、これら２つの中間周波フ
ィルタ４４、４６から出力される中間周波信号の周波数をともに２１ＭＨｚに変換したが
、中間周波フィルタ４４、４６のそれぞれの出力をスイッチ５６に入力していずれか一方
を直接選択するようにしてもよい。この場合には、ローパスフィルタ５８は、４２１ＭＨ
ｚ以上の高域成分を除去するようにする。
【００３５】
　また、上述した実施形態では、２つの中間周波フィルタ４４、４６を用いたが３つ以上
の中間周波フィルタを備えておいて、必要に応じて２つ以上を選択的に用いるようにして
もよい。例えば、測定対象となる周波数範囲が可変できるものとすると、周波数範囲が狭
い場合には比較的近い周波数の中間周波フィルタを組み合わせて用い、反対に周波数範囲
が広い場合には比較的離れた周波数の中間周波フィルタを組み合わせて用いるようにして
もよい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】一実施形態のスペクトラムアナライザの構成を示す図である。
【図２】入力端子ＩＮ２に入力された被測定信号ｆinの周波数測定を行う動作手順を示す
流れ図である。
【図３】入力端子ＩＮ２に入力された被測定信号ｆinの周波数測定に必要な２回の周波数
掃引動作の説明図である。
【図４】従来の２回の周波数掃引動作の説明図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１０、１２　減衰器（ＡＴＴ）
　２０、２２、３０、５０、５２　ミキサ
　２４、３２、５４　局部発振器
　２６、４４、４６　中間周波フィルタ（ＩＦフィルタ）
　４０、４２、５６　スイッチ
　５８　ローパスフィルタ（ＬＰＦ）
　６０　検波部
　６２　アナログ－デジタル変換器（Ａ／Ｄ）
　６４　メモリ
　６６　イメージ除去処理部
　６８　表示処理部
　７０　表示部
　８０　制御部
　８２　操作部
　１００　スペクトラムアナライザ
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